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Oral Administration of N-acetyl glucosamine Affects Bone Mineral 
Density in C57BL/6J Mice 
中谷祥恵ぺ清水達夫参古旗賢二，和国政務 
SachieNl岨A1~，，" U* ， Tatsuo SHIMlZU，Kenji KOBATA，Masahiro WADA 
閥的 :Dー グルコサミン塩酸塩(以下， GlcN)およびN-アセチル-D-グルコサミン(以下， GlcNAり
の摂取が，マウス駐骨の骨形成および骨吸収に与える影響を明らかにすることを目的として実験を
〆コ
方法:実験動物には， C57BL/6]雄性マウス 10週齢を用いた. グルコ…ス合有飼料群(コントロー




結果 :pQCT法で骨蜜震を灘定した結果，一次海綿骨普攻はコントロール群 517.6士6.8mg/cm3， 
GlcN若手 525.9土1O.3mg/cmでGlcNAc若手 553.4ごと 8，3mg/cm3だった.骨形態計測の結果，骨形成
パラメータである骨梁愚密長当たりの骨芽綴毅数 (N.Ob/B.Pm)の髄;キコントロール群 244.3士 
53.5 /100mm，Glc詑詳 321.5 :t103.7/100mm，GlcNAc群 302.7土 70.2/100mmだった骨吸収
パラメータである骨梁現理長当たりの薮骨騒騒数 Oc/B.Pm)の催試，コントロール群 132.3土 
だ‘った.45.5/100mm-と114.0Glc:-JAc，29.3/100mm:t113.2:-J群48ρ/lOOmm. Glc
考察:GlcNAcの摂取は.通常マウスの骨諺度を増加さ また，昔?ち態計溺の結果から， Glc:-J 












D-グルコサミン (以下， GlcNlおよび、 K-


































プトーム解析を行った IIJ¥ その結果， GlcNおよび 
GlcNAcは肝臓の後数の mRNA発現レベルを調節す
る可能4性を見出した.
これらの結果は， GlcN、\"およびぴ、 Gld'災~Ac が↑関努節軟符
以外の代謝にも遺{伝ぷ子発現調節を介しはた i 可らうく RJ能'tI







る.釣 25mgノIkg/ 司の摂取最は，とトがOO Îì~機能障
を目的に健燦食品として摂取している GlcN


















ミン;臨機滋含有飼料群 (GlcN群). N アセチルグル
コサミン含有飼料群 (GlcNAc群}の 3群(それぞれ 
β 古 7)にランダムに分け. 3週間飼育を行った禽















{立件端部から 2.500 ~ 2.510μm の部伎を ìß~ 1Ëした. 
31骨形態計灘
友足腔骨を摘出し 4%パラホルムアルデ、ヒドーリン








per tisちuevolume. BV ITV (%)J. i守梁怒 [trabecuω 
lar thickness，Tb.Th (um)J，骨梁数 Ctrabecular 
numbers (;mm). Tb.NJ，骨梁間期[trabecular 
ちpacIng，Tb.sp C.um日，骨策関圏長三きたりの骨芽
細抱仔義樹;長 [osteoblastsurface per bone surface， 
Ob.s/BS (%) J ，骨.~閥開設当たりの骨芽細鞄数〔のお側 
teoblast number per bone perimeter， N.Ob/B.pm 
(!lOOmmn 梁JtiJ務長当たりの骨吸収面長 (eroded 
surface number per bone surface，ES/BS)，骨梁周
囲長~たりの破骨細胞付議面長 Costeodast surface 
，脅梁!割問長当たりの破s/BS)。むper bone surface.
組睦数 [osteoclastnumber per bone perimeter， 











皮質骨密度は， コントロ… )v若手は 648.3士4.8mgl 
cm:l，GlcN 会.2土 2.“ れ応伊君彬手 は 654 8mJg々/r
673.6 こ念七 5.3mg/cm3 だつた • GlcNAc群はコントロー
ル訴とi主較して有意に皮箕骨密震が地加した. ~}j， 
GIcN群の骨密変は海綿骨密度および或質骨秘境とも





した. BV/TV，Tb.Th. Tb.Nの{療は， GlcNAc群が
コントロール群と比較して増加傾向だった Tb.spの
他は. GlcNす;は 比七較してiAc喜群手が C群とi 減成少(傾傾ド戸肉}奇]だだ‘つた.
次に骨芽糊践;にこ賭する形態詩計十行i5 3誠長誕持李結主呆を盟 2に主示メミした. 
Ob 
比較した結果， GlcN若手と GlcNAc群はコントロール
群と比較して土台加傾向だった. また， Ob.s/BS 
とN.Ob/B.pmの僚は. GlcN詳は GIcNAc群と比絞し
て高偵をぶした被管織!抱に関する形態計測結果を国 
3に示した‘ ES/BS. Oc.s/BS. N.Oc/B.pmの 3つの
パラメータを比較した紡呆. ES/BSとN.Oc/B.pmの
は. Gld¥群と GIcNAc群はコントロール群と詑較
して減少傾向だった，また， ES/BSの鑑は， GIcNAc 




















654.2 :t.2.8 6ア3.6土 5.3*
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る. 4立研究の GIcNAc は約 O.025mg/g/Uであ
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